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 資料１  

 

 
 

「青森県基本計画未来を変える挑戦」を着実に推進するため、マネジメントサイ

クルの一環として、外部知見を活用しながら自己点検等を行い、その結果をアウト

ルックレポートとしてまとめました。 
計画の最終年度となる今年度は、計画期間中の総まとめとして取組の成果や課題

等を総括し、政策の自己点検の結果等のほか、「まち・ひと・しごと創生青森県総

合戦略」での基本目標、個別計画に掲げる数値目標等の状況などにより、本県の立

ち位置を様々な角度から多面的に捉え、今後、本県が進むべき方向性について取り

まとめています。 
今回は資料編として、次期基本計画を策定するにあたり実施した「青森県民の意

識に関する調査」（P96～）、「県内企業・団体等意識調査」（P108～）、「県内学生の

キャリア・生活指向と就業先選択に関する調査」（P118～）の結果も掲載しています。 

 

【マネジメントサイクル概略図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜マネジメントサイクルの展開＞ 

①県による政策の自己点検や指標の分析結果などにより、青森県総合計画審議会での検証を経て、今後、 

県が進むべき方向性について取りまとめ。（＝アウトルックレポート） 

②青森県総合計画審議会は、検証結果を踏まえ、次年度の施策等について県に対し提言。 

③審議会からの提言やアウトルックレポートを踏まえ、知事、副知事による作戦会議で次年度の取組の 

重点化の基本方針（戦略プロジェクト等）を決定。 

④知事から各部局等に対し取組の重点化の基本方針を指示。各部局等は次年度の重点枠事業の構築に着手。  

「青森県基本計画未来を変える挑戦」 

アウトルックレポート 2014-2018（概要） 

政策等の⾃⼰点検(課題と⽅向性)

注⽬指標、関連指標等の分析 
・１⼈当たり県⺠所得  
・平均寿命 
・「まち・ひと・しごと創⽣⻘森県 

総合戦略」の基本⽬標・KPI 
・個別計画の数値⽬標等 
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■レポート概要 
計画に掲げた４分野ごとの施策について、「これまでの成果、現状と課題」（※平成 26～30

年度の取組内容）、「平成 30 年度の主な取組」のほか、総合戦略の基本目標やＫＰＩ等、各種指

標を検証し、これらを踏まえた翌年度以降の「今後の取組の方向性」を記載。 
 

＜今後の主な取組の方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●県産農林水産物等のブランド化推進、労働力

不足に対応した生産体制の維持・強化、「Ａ！

Ｐｒｅｍｉｕｍ」等を活用した販路開拓、地

域の６次産業化の推進 

●ライフ分野の製品開発促進や付加価値向上、

ヘルスケアサービスの創出 

●再生可能エネルギーの活用促進と産業振興 

●立体観光・周遊型旅行の促進、ターゲットに

応じた戦略的情報発信、観光産業の生産性・

収益性向上による競争力強化 

●産官学金連携による新産業創出、生産性向上

や事業承継の促進による地域経済の維持・強

化、輸出拡大に向けた環境整備、戦略的企業

誘致活動の展開 

●若者の県内定着促進、移住希望者のニーズに

応じたきめ細かい対応の強化、交通・情報基

盤ネットワークの整備 

 
●職域での生活習慣の改善、効果的な自殺予防

対策、保健・医療・福祉機能の強化 

●受動喫煙防止対策や普及啓発の推進、がん検

診の受診率向上、がん医療提供体制の整備 

●医師・看護師等の定着、自治体病院等の機能

再編成に向けた協議、医療機関の機能分化・

連携の推進 

●高齢者の地域生活支援体制の充実、医療的ケ

ア児と家族の支援体制充実 

●結婚･妊娠･出産･子育てがしやすい環境づく

りと気運醸成、子どもの貧困対策の推進 

●緊急時の対応能力の向上、原子力災害に備え

た広域避難体制整備の促進 

●防災公共の推進、災害医療提供体制の強化、

自主防災組織の設立促進と県民意識の向上 

●ＤＶ・ストーカー被害防止、特殊詐欺被害防

止、高齢者の交通安全教育、若年層を始めと

した消費者教育 

Ⅰ 産業・雇用分野 Ⅱ 安全・安心、健康分野

 
●白神山地や自然公園等のターゲットに応じ

た魅力づくりと人財育成、生物多様性の保全

と野生動物等の適正な保護管理、森林資源の

維持・循環利用、里山の保全と活用 

●県民の３Ｒの実践拡大に向けた普及啓発、市

町村との連携によるごみ処理最適化の推進、

地域特性に合った再生可能エネルギーの活

用、建設系廃棄物の適正処理とＰＣＢ廃棄物

の期限内処分に向けた対策の強化 

●多様な主体と連携した継続的な環境教育の

機会づくり、将来の環境教育を担う若手人財

の確保・育成、企業等による環境配慮行動の

面的な拡大や森林整備に参画しやすい仕組

みづくり 

Ⅲ 環境分野  

●働き方の見直しなどによる教員の多忙化解

消、いじめ防止に向けた体制の充実、高校と

地元企業等との相互理解の促進、小中学校・

高校・大学等から就職へのつながりを意識し

たキャリア教育の充実、学校・地域・家庭の

連携強化 

●地域や産業をけん引する人財の育成とネッ

トワークづくり、女性が活躍できる環境の整

備、「地域経営体」の育成と新規就農の促進、

企業人やアクティブシニアなど多様な人財

の社会貢献活動への参画促進 

●縄文遺跡群の早期の世界遺産登録に向けた

関係自治体と連携した取組の推進、文化芸

術・スポーツを生かした地域づくりの推進、

国体等の開催を見据えた競技力の向上 

Ⅳ 教育、人づくり分野 


